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HF レーダーによって観測される昼間側電離圏エコーの南北半球比較 
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Dayside reconnection およびそれに伴う磁気圏と電離圏の coupling process を考えていく上で、open/closed 
boundary (OCB)の位置を特定することは非常に重要である。近年、HF レーダーの観測から得られるパラメータの
一つである spectral width が昼間側電離圏において顕著な boundary を持つことが明らかになり、この boundary
が OCB に対応しているという作業仮説が頻繁に用いられるようになってきた。本研究では、この仮説の妥当性を評
価することを目的として、HF レーダーが昼間側電離圏において観測した spectral width boundary (SWB)を南北両
半球において解析することを試みた。 
 
 
Dayside reconnection およびそれに伴う磁気圏と電離圏の coupling process を考えていく上で、open/closed 
boundary (OCB)の位置を特定することは非常に重要である。 
もし、OCB の位置変化に関する詳細な情報が昼間側電離圏の広範囲において得られたならば、reconnection rate
や reconnection によって輸送されたmagnetic flux を定量的に導出することが理論上可能である。従来の研究に
おいては、DMSP などの極軌道衛星が観測するプラズマのデータ(Newell and Meng, 1991)や粒子降下に伴うオーロ
ラ輝度の空間変化 
(Sandholt et al, 1998)などから OCB を特定する試みがなされてきた。近年、HF レーダーの観測から得られる
パラメータの一つであるspectral width が昼間側電離圏において顕著なboundary を持つことが明らかになり、こ
の boundary が OCB に対応しているという作業仮説が頻繁に用いられるようになってきた。 
本研究では、この仮説の妥当性を評価することを目的として、HF レーダーが昼間側電離圏において観測した
spectral width boundary (SWB)を南北両半球において解析することを試みた。解析には、SuperDARN のサブセク
ションである CUTLASS(Iceland-East と Finland からなるレーダーペア)と SENSU(昭和基地の 2 基のレーダー)の
データが用いられ、統計的手法とケーススタディの双方が行われた。これら2 つのレーダーペアは磁気共役点に位
置しているため、南北両半球において同定された SWB を直接的に比較することが可能である。 
その結果、統計的に求められた SWB の位置は、南北両半球において顕著に一致することが判明した。この事実
は、HF レーダーの観測に見られるSWB が、OCB という地球物理学的なboundary を反映していることを強く示唆す
るものである。また、ケーススタディにおいても南北両半球において同定された SWB は調和的な振る舞いを示し、
統計結果を支持するものとなった。発表では、まず統計的に導出された南北両半球におけるSWB の特性について述
べ、次いで、ケーススタディの結果を示すことで統計結果の妥当性を示す予定である。 


